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このたび、設置していただきました【高圧絶縁監視機能付方向性ＳＯＧ制御装置】は、微地絡な

どの発生ログを記録する機能があります。 

本装置の画面にて直接ログデータを確認することも可能ですが、簡単にパソコンへログデータを

収集できる総合管理ソフトを準備致しております。 

表紙裏に添付しております様式に必要事項をご記入いただき、用紙をそのままＦＡＸにて送信して

ください。総合管理ソフトを無料にてお送り致します。 

なお、発送は約 1ヶ月以内を予定致しております。 
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はじめに 

 

このたびは高圧絶縁監視機能付方向性ＳＯＧ制御装置(ＣＨＺ形)をお買い求めいただき誠にありが

とうございます。ご使用の前に必ずこの取扱説明書を熟読いただいたうえでご使用ください。 

 

 

安全上のご注意 

 

●ご使用の前に必ず取扱説明書をすべて熟読し、正しくご使用ください。 

機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。 

お読みになった後は、ご使用になられる方がいつでも見られる場所に必ず保管してください。 

 

●安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分しております。 

 

：取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こりえて、死亡又は重傷を受ける可能性 

が想定される場合。 

 

：取扱いを誤った場合に、危険な状態が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受ける 

可能性が想定される場合および物的損害のみの発生が想定される場合。 

 

なお、       に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 

 

 

 

○絶対に分解や修理、改造は行わないでください。発火したり異常動作や故障の原因となります。 

○水などをかけたりしないでください。感電や短絡の恐れがあります。 

○本器の電源電圧は AC120Vrms を超える回路では使用できません。 

120Vを超える場合、感電や短絡事故になります。 

○本器の金属ケースは、必ず接地をしてください。感電の恐れがあります。 

○試験時、P1,P2 端子に別電源を印加する時は、高圧交流負荷開閉器の制御電源用ケーブルを外して

ください。(制御電源用トランスの一次側に高電圧が発生することがあります。) 

○腐食ガスや爆発性ガスが発生する場所では使用しないでください。 

爆発事故の原因となる場合があります。 

○感電や短絡事故防止のため、設置は必ず無電圧状態で行ってください。 

 

危険  

注意  

注意  

危険 
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○天地逆転、横積みはしないでください。落下、けがの恐れがあります。 

○作業を行うときは、必ず手袋を着用してください。感電、けがの恐れがあります。 

○異常がある場合は使用しないでください。火災、けがの恐れがあります。 

○P1,P2 端子には電源電圧が印加されていますので触れないでください。感電の恐れがあります。 

○ＳＯＧ制御装置部の各整定値は、所定の位置に正しく設定してください。火災の恐れがあります。 

○ＳＯＧ制御装置部の各端子間の絶縁抵抗測定および耐電圧試験は行わないでください。 

火災の恐れがあります。 

○本器の上に足をかけないでください。落下、けがの恐れがあります。 

○入力電圧波形が著しく歪んでいる場合は、本器の周波数判定が正しく行われない場合があります。 

○大電流や無線機などによる強電界により正確な測定ができない場合があります。 

 

 

使用上のご注意 

 

●設置場所は使用環境や使用条件を守ってご使用ください。 

 

注意 
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1.ご使用前の確認 

1-1 外観と付属品のチェック 

本器がお手元に届きましたら、本器の外観チェックを行い、輸送中における損傷がないことを 

ご確認ください。また、付属品として次の物が取付け、もしくは添付されています。 

品  名 個 数 状 態 

接地用コード 1本 取付 

ＵＳＢコネクタキャップ 1個 取付 

端子台カバー 2枚 取付 

マグサインカバー 1個 取付 

膜付グロメット 3個(大 1、小 2) 添付 

制御ケーブル支持金具 1個 ※1 添付 

結束バンド 1本 添付 

取扱説明書(本器) 1冊 添付 

総合管理ソフト(ＣＤ－Ｒ) 1枚 ※2 

総合管理ソフト取扱説明書 1冊 ※2 

※1 開閉器の仕様が VTまたは VT･LA内蔵形に使用する制御装置、もしくは 

制御装置の外箱がステンレス製の場合に添付します。 

※2 総合管理ソフト依頼書にて別途ご要求ください。 

万一、破損あるいは付属品の不足などありましたら、最寄りの代理店、販売店または当社オフィス 
へご連絡ください。 

 
1-2 商品概要 

高圧絶縁監視機能付方向性ＳＯＧ制御装置(ＣＨＺ形)は、ＳＯＧ制御装置がＧＲ動作に至る前の

予兆(以下「微地絡」と呼ぶ)を検出し、接点出力、微地絡検出または確定時の計測瞬時値や日時

を本器に保存(以下「微地絡ログ」と呼ぶ)する機能を付加させたＳＯＧ制御装置です。 

(オプションでＥメール通報を行う拡張ユニットがあります。) 

機能および特長 

①高圧交流負荷開閉器内蔵のセンサーを利用して微地絡の検出を行います。 

②零相電圧、零相電流、位相差、商用電源周波数の計測・表示を行います。 

③微地絡検出および確定時のデータの保存、閲覧が可能です。(最大 100件) 

④微地絡確定時に接点出力が可能です。(無電圧ａ接点) 

⑤本器の状態変化(電源検出、停電検出など)のデータの保存、閲覧が可能です。(最大 10件) 

⑥微地絡検出条件や動作時間を幅広く設定可能です。 

⑦時計機能の搭載により、微地絡発生日時が明確になります。 

⑧収集データは総合管理ソフトを使用して、ＣＳＶ形式のファイル保存が可能です。 

⑨ＳＯＧ機能に影響を与えることなく微地絡検出動作が行えます。 
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1-3 検出内容 

本器は高圧交流負荷開閉器内蔵のセンサーを利用して微地絡および地絡の検出を行います。 

センサー出力を本器内部で演算することにより、零相電圧、零相電流、位相差を算出します。 

本器の設定以上の零相電圧、零相電流が発生し、位相差が動作域にある場合、微地絡および 

地絡と判断します。 

 

1-4 本器における微地絡(高圧絶縁監視)の定義 

ＳＯＧ部(方向性)は、動作電流＝0.2A、動作電圧＝2％、動作時間 0.1 秒以上の地絡が発生しな

いと地絡検出を行いません。 

ＳＯＧ部の動作領域より低いレベル・短い時間を『微地絡』とし、本器では『微地絡の監視＝高

圧絶縁監視』と定義しています。（下図の塗りつぶし部分が微地絡領域） 

絶縁監視部では動作電流＝15mA、動作電圧＝1％、動作時間 40msを最小タップとして設定可能で

す。（最小タップ以下の領域は、検出不可領域） 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

→ 【動作時間】 

 

地絡レベル 

 

地絡発生時間 

 

【
検
出
レ
ベ
ル
】 

←
 

40ms 

 

0.1s 

 

Io＝15mA 

Vo＝1％ 

 

Io＝0.2A 

Vo＝2％ 

 

検出不可領域 

 
ＳＯＧ部 
動作領域 

微地絡領域 



 5 

1-5 各部の名称と説明 

【ＣＨＺ－Ｅ－Ｄ形】 

 

 

 

 

           ① 

 

 

 

 

 

           ② 

 

 

【高圧絶縁監視部拡大図】    ⑤          ④   ⑥  ⑦  ⑨  ⑫ 

 

⑪ 

 

 

⑩ 

③ 

 

⑧ 

 

 

 名  称 説    明 

① 
拡張ユニット用 

コネクタ(カバー付) 

拡張ユニット接続用のコネクタです。※本器単体では未使用。 

使用に関しては拡張ユニットの取扱説明書をご参照ください。 

② アース座 接地用にアース座を使用します。 

③ 警報出力用端子台 
無電圧の a接点 a11-a12、a21-a22です。 

E 端子は拡張用ですので使用しないでください。 

④ 表示器 
零相電圧、零相電流、位相差、商用電源周波数、各種設定、 

ログデータ等の表示を行います。 

⑤ ＵＳＢコネクタ(カバー付) パソコンとの通信時にＵＳＢケーブルを接続します。 

⑥ Menu/ESC ボタン 設定用画面等の表示、取消しを行います。 

⑦ 上ボタン 画面移動、設定選択に使用します。 

⑧ 下ボタン 画面移動、設定選択に使用します。 

⑨ 左ボタン 画面移動、設定選択に使用します。 

⑩ 右ボタン 画面移動、設定選択に使用します。 

⑪ OK ボタン 設定変更確定に使用します。 

⑫ 動作表示灯 
通電時、通常状態で常時点灯、微地絡検出もしくは自己診断異

常で点滅します。 

高圧絶縁監視部 

ＳＯＧ制御装置部 

8 

7 

9 

12 

11 

6 4 

5 

3 

10 
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1-6 表示内容 

（1）高圧絶縁監視部の表示画面とボタン操作の関係【早見表】 
詳細は 1-6(2)をご参照ください。 

状態確認画面 操作 ログ、設定値確認画面 操作 ログ詳細確認、設定変更画面 

 

(7㌻) 

 

（AA） 

・零相電圧値 

・零相電流値 

・位相差 

 

 

 

（AB） 

・商用電源 

周波数 

・日時 

 

 

 

（AC） 

・微地絡ログ 

記録総数 

 

 

 

 

（AD） 

・装置状態ログ 

記録総数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Menu/ESC 

 

 

(8㌻) 
（BA） 

微地絡ログ表示選択        01/14 

 (10㌻) 
（CA） 

微地絡ログ詳細 

(8㌻) 
（BB） 

微地絡ログ消去選択        02/14 

 (11㌻) 
（CB） 

微地絡ログ消去実行確認 

(8㌻) 
（BC） 

微地絡成立条件現在設定値  03/14 

 (11㌻) 
（CC） 

微地絡成立条件変更 

(8㌻) 
（BD） 

零相電圧現在設定値       04/14 

 (11㌻) 
（CD） 

零相電圧設定値変更 

(8㌻) 
（BE） 

零相電流現在設定値       05/14 

 (11㌻) 
（CE） 

零相電流設定値変更 

(8㌻) 
（BF） 

動作位相範囲現在設定値   06/14 

 (11㌻) 
（CF） 

動作位相範囲設定値変更 

(8㌻) 
（BG） 

動作時間現在設定値      07/14 

 (12㌻) 
（CG） 

動作時間設定値変更 

(8㌻) 
（BH） 

微地絡確定回数現在設定値  08/14 

 (12㌻) 
（CH） 

微地絡確定回数設定値変更 

(8㌻) 
（BI） 

a11-a12接点出力現在設定  09/14 

 (12㌻) 
（CI） 

a11-a12接点出力設定変更 

(9㌻) 
（BJ） 

a21-a22接点出力現在設定  10/14 

 (12㌻) 
（CJ） 

a21-a22接点出力設定変更 

(9㌻) 
（BK） 

日時現在設定              11/14 

 (13㌻) 
（CK） 

日時設定 

(9㌻) 
（BL） 

メインモニタ表示方法現在設定 12/14 

 (13㌻) 
（CL） 

メインモニタ表示方法変更 

(9㌻) 
（BM） 

微地絡ログ更新有無現在設定 13/14 

 (13㌻) 
（CM） 

微地絡ログ更新有無設定変更 

(9㌻) 
（BN） 

装置状態ログ表示選択      14/14 

 (14㌻) 
（CN） 

装置状態ログ詳細 

注 1：マークの説明 【   】Menu/ESC 【   】右釦 【   】下釦 釦操作後の画面の移動先 

注 2：「ログ、設定値確認画面」全てにおいて【   】Menu/ESCを押すと、状態確認画面(AA)となります。 

注 3：「ログ詳細確認、設定変更画面」で【   】Menu/ESC、または【    】釦を押すと「ログ、設定値確

認画面」に戻ります。 

注 4：移行画面は   、   で示しています。 

注 5：表示内容(BA)～(CN)の時に、同一画面で 3分以上ボタン操作が無い場合は、表示内容(AA)へ移行

します。 

 

本取扱説明書の記載ページ表します 

装置表示画面Ｎｏを表します 

 OK 
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（2）高圧絶縁監視部の表示画面とボタン操作の関係【詳細】 

画面表示は本器が電源有りの場合に行われます。 

【装置起動時の画面】 

操 作 表示内容 表示画面 表示可能範囲 

― 
イニシャル

画面 

 
 
 

電源印加後、設定読込み中に

0.5～1秒間程表示されます。 

※電源供給状況(電源電圧が 

仕様下限値に近い場合など) 

により、表示されない場合 

があります。 

【状態確認画面(メインモニタ)】  

操 作 表示内容 表示画面 表示可能範囲 

 
【   】釦 

（AA） 

・零相電圧値 

・零相電流値 

・位相差 

 
 
 

Vo=0.0～457.2V 

 ※0.1V刻み表示 

Io=0.000～0.105A(レンジ 1) 

Io=0.000～0.720A(レンジ 2) 

 ※0.001A刻み表示 

範囲外は＊ＯＶＥＲ＊を表示 

PH=-180～180° 

 ※1°刻み表示 

計測不能の場合＊＊を表示 

 
（AB） 

・商用電源 

周波数 

・日時 

 
 
 

FRQ=50/60Hz 

日時表示可能範囲： 

2010/01/01 00:00 

       ～ 

2050/12/31 23:59 

 
（AC） 

微地絡ログ 

記録総数 

 
 
 
 

0～100件 

 （AD） 

装置状態通

知ログ記録

総数 

 
 
 
 

0～10件 

 
 
注 1：表中の釦操作は【   】釦を例に表記しています。【   】釦操作時は画面移動は逆順になります。 

注 2：表示内容(AA)～(AD)の時に【Menu/ESC】釦を押すと、「ログ、設定値確認画面」の表示内容(BA)

へ移行します。 

Ｉ．Ｍ ＵＮＩＴ Ｖｅｒ．ｘ．ｘ 

＊ Ｎｏｗ Ｌｏａｄｉｎｇ  ＊ 

Ｖｏ＝   ７６．２Ｖ：  ＰＨ 

Ｉｏ＝  ０．１００Ａ： －４５ 

Ｐｏｗｅｒ ＦＲＱ ： ５０Ｈｚ 

２０１２／０１／０１ １３：３０ 

 ヒ゛チラク ロク゛ソウスウ   

     １００ケン       

 ソウチ シ゛ョウタイツウチ   

      １０ケン       
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【ログ、設定値確認画面-1】 
操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

 
【   】釦 
【   】釦 

（BA） 

微地絡ログ 

表示選択 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CA)へ

移行 

 
 

（BB） 

微地絡ログ 

消去選択 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CB)へ

移行 

 （BC） 

微地絡成立 

条件現在 

設定値 

 
 
 

【  】釦で表示内容(CC)へ

移行 

 
（BD） 

零相電圧 

現在設定値 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CD)へ

移行 

 
（BE） 

零相電流 

現在設定値 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CE)へ

移行 

 （BF） 

動作位相 

範囲現在 

設定値 

 
 
 

【  】釦で表示内容(CF)へ

移行 

 
（BG） 

動作時間 

現在設定値 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CG)へ

移行 

 （BH） 

微地絡 

確定回数 

現在設定値 

 
 
 

【  】釦で表示内容(CH)へ

移行 

注 1：表中の釦操作は【   】釦を例に表記しています。【   】釦操作時は画面移動は逆順になります。 

注 2：表示内容(BA)～(BH)の時に【Menu/ESC】釦を押すと表示内容が「状態確認画面」(AA)へ移行

します。 

 ヒ゛チラク ロク゛ヒョウシ゛  

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０１／１４ 

 ヒ゛チラク ロク゛クリア    

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０２／１４ 

ＧＲシ゛ョウケン Ｖｏ＆Ｉｏ   

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０３／１４ 

Ｖｏ    ２％（ ７６．２Ｖ） 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０４／１４ 

Ｉｏ        ０．１００Ａ 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０５／１４ 

イソウハンイ  －６０ｔｏ１２０ 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０６／１４ 

ト゛ウサシ゛カン    ４０ｍｓ 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０７／１４ 

ＧＲカクテイカイスウ   １カイ 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０８／１４ 
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【ログ、設定値確認画面-2】 

操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

 
【   】釦 
【   】釦 

（BI） 

a11-a12 

接点出力 

現在設定 

 
 
 

【  】釦で表示内容(CI)へ

移行 

 （BJ） 

a21-a22 

接点出力 

現在設定 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CJ)へ

移行 

 
（BK） 

日時 

現在設定 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CK)へ

移行 

 
（BL） 

メインモニタ 

表示方法 

現在設定 

 
 
 

メインモニタとは、表示内

容(AA)～(AD)の状態確認画

面を指します。 

【  】釦で表示内容(CL)へ

移行 

 （BM） 

微地絡ログ 

更新有無 

現在設定 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CM)へ

移行 

 
（BN） 

装置状態ログ 

表示選択 

 
 
 
 

【  】釦で表示内容(CN)へ

移行 

 

注 1：表中の釦操作は【   】釦を例に表記しています。【   】釦操作時は画面移動は逆順になります。 

注 2：表示内容(BI)～(BN)の時に【Menu/ESC】釦を押すと表示内容が「状態確認画面」(AA)へ移行

します。 

メインモニタ       コテイ 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ １２／１４ 

２０１２／０１／０１ １３：３０ 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ １１／１４ 

ヒ゛チラクロク゛コウシンユウコウ 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ １３／１４ 

ソウチシ゛ョウタイロク゛カクニン 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ １４／１４ 

ａ１１－ａ１２    ヒ゛チラク 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ ０９／１４ 

ａ２１－ａ２２ シ゛コシンタ゛ン 

Ｇｏ→ Ｎｅｘｔ↑↓ １０／１４ 
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【ログ詳細確認、設定変更画面-1】 

操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
 

（CA） 

微地絡ログ 
下記参照 

【Menu/ESC】釦で表示内容(BA)へ移行 

Vo、Io、PHの表示範囲は表示内容(AA)の表示可能範

囲に準ずる 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

※表示内容(CA)では、2重枠線の画面が最初に表示されます。 

※(ケンシュツ)は微地絡条件に該当する地絡信号を検出した際のログ、 

( カクテイ)は微地絡が確定し警報出力可能となった際のログです。 

微地絡ログの動作タイミングは、『5.監視動作』（P37参照）をご参照ください。 

※データが無いログでは、全ての画面で「＊Ｎｏ Ｍｅｍｏｒｙ＊」と表示され 

ます。 

注 1：表中の釦操作は【   】【   】釦を例に表記しています。【   】【   】釦操作時は画面移動は

逆順になります。 
 

ログ Ｎｏ．００１（ カクテイ） 

２０１２／０１／０１ １２：３０ 

 

ログ Ｎｏ．００１（ カクテイ） 

Ｖｏ＝ ８５．５Ｖ：ＰＨ  ９０ 

 

ログ Ｎｏ．００２（ケンシュツ） 

Ｖｏ＝ ８０．０Ｖ：ＰＨ  ９０ 

 

ログ Ｎｏ．００２（ケンシュツ） 

Ｉｏ＝０．０９０Ａ：ＦＲＱ ５０ 

 

Ｎｏ．１００を超えた場合、Ｎｏ．００１へ戻ります 

ログ Ｎｏ．００２（ケンシュツ） 

２０１２／０１／０１ １２：３０ 

 

ログ Ｎｏ．００１（ カクテイ） 

Ｉｏ＝＊ＯＶＥＲ＊：ＦＲＱ ５０ 
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【ログ詳細確認、設定変更画面-2】 

操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

 

【    】釦 

 

【Menu/ESC】釦 

（CB） 

微地絡ログ 

消去実行確認 

 
 
 

【    】釦 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BB)へ移行 

 

クリア完了で表示内容(BB)

へ移行 

 

 
 
 

 

【   】釦 

【   】釦 

【   】釦 

【Menu/ESC】釦 

（CC） 

微地絡成立 

条件変更 

 
 
 

【    】釦 

【  】【  】釦で設定選択 
工場出荷時は左記画面で表

示され、変更後は変更され

た画面が最初に表示されま

す。 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BC)へ移行 

設定変更完了で表示内容

(BC)へ移行 

 
 

 

【   】釦 

【   】釦 

【   】釦 

【Menu/ESC】釦 

（CD） 

零相電圧 

設定値変更 

 
 
 

【    】釦 

【  】【  】釦で設定選択 

 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BD)へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BD)へ移行 

 

 

【   】釦 

【   】釦 

【   】釦 

【Menu/ESC】釦 

（CE） 

零相電流 

設定値変更 

 
 
 

【    】釦 

【  】【  】釦で設定選択 

 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BE）へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BE)へ移行 

 

 

【   】釦 

【   】釦 

【   】釦 

【Menu/ESC】釦 

（CF） 

動作位相範囲 

設定値変更 

 
 
 

【    】釦 

【  】【  】釦で設定選択 

 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BF)へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BF)へ移行 

 

ロク゛ クリアシマスカ？   

Ｙ：ＯＫ       Ｎ：ＥＳＣ 

＊＊ ロク゛ クリアチュウ ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

    Ｖｏ ＆ Ｉｏ      

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

   ２％（ ７６．２Ｖ）    

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

     ０．１００Ａ      

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

    －６０ｔｏ１２０     

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

 OK 

 OK 

 OK  OK 

 OK  OK 

 OK  OK 

 OK  OK 
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【ログ詳細確認、設定変更画面-3】 

操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
【Menu/ESC】釦 

（CG） 

動作時間 

設定値変更 

 
 
 
 

【  】【  】釦で設定選択 

 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BG)へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BG)へ移行 

 
 
 

 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
【Menu/ESC】釦 

（CH） 

微地絡 

確定回数 

設定値変更 

 
 
 

【  】【  】釦で設定選択 

 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BH)へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BH)へ移行 

 
 

 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
【Menu/ESC】釦 

（CI） 

a11-a12 

接点出力 

設定変更 

 
 
 

【  】【  】釦で設定選択 

 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BI)へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BI)へ移行 

 

 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
【Menu/ESC】釦 

（CJ） 

a21-a22 

接点出力 

設定変更 

 
 
 

【  】【  】釦で設定選択 

 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BJ)へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BJ)へ移行 

 

 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

      ４０ｍｓ       

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

 
＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

       １カイ       

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

   ヒ゛チラク   セッテン  

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

 シ゛コシンタ゛ン  セッテン  

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

 OK 

 OK 

 OK 

 OK 
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【ログ詳細確認、設定変更画面-4】 

操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
【   】釦 
【Menu/ESC】釦 

（CK） 

日時設定 
下記参照 

【Menu/ESC】釦で表示内容(BK)へ移行 

設定変更完了で表示内容(BK)へ移行 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【   】釦 
 

 

 

 

※表示内容(CK)では、2重枠線の画面が最初に表示されます。 

※□で囲まれた部分は点滅表示となります。 

注 1：表中の釦操作は【   】釦、【   】釦を例に表記しています。【   】釦、【   】釦操作時は画面

移動は逆順になります。 
 

【ログ詳細確認、設定変更画面-5】 

操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

 
【   】釦 
【Menu/ESC】釦 （CL） 

メインモニタ 

表示方法変更 

 
 
 

【   】釦 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BL)へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BL)へ移行  
 
 

 
【   】釦 
【Menu/ESC】釦 

（CM） 

微地絡ログ 

更新有無 

設定変更 

 
 
 

【   】釦 

【Menu/ESC】釦で表示 

内容(BM)へ移行 

 

設定変更完了で表示内容

(BM)へ移行  
 

 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

２０１２／０１／０１ １３：３０ 

 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

２０１２／０１／３１ １３：２９ 

 

年・月・日・時・分の最小値を超えた場合、最大値へ移行します 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

２０１２／０１／０１ １３：２９ 

 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

２０１２／０１／０１ １３：３０ 

 

・・・ 

・・・ 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクダ サイ  ＊＊ 

サイクリック ニシマスカ？   

Ｙ：ＯＫ       Ｎ：ＥＳＣ 

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

 
ムコウ   ニシマスカ？   

Ｙ：ＯＫ       Ｎ：ＥＳＣ 

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

・・ 

・・ 

 OK 

 OK 

 OK 

 OK 

 OK 

 OK 
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【ログ詳細確認、設定変更画面-6】 

操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

 
【   】釦 
【Menu/ESC】釦 

（CN） 

装置状態ログ 
下記参照 【Menu/ESC】釦で表示内容(BN)へ移行 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

※表示内容(CN)では、2重枠線の画面(1件目)が最初に表示されます。 

注 1：表中の釦操作は【   】釦を例に表記しています。【   】釦操作時は画面移動は逆順になります。 
 
【異常画面】 

操作ボタン 表示内容 表示画面 備  考 

全釦 
（DA） 

高圧絶縁監視部 

メモリ異常 

 
 
 
 

任意の釦を押せば通常

画面へ移行 

メモリアクセス処理が

正常復帰で通常画面へ

移行 

― 
（DB） 

高圧絶縁監視部 

ＧＲ自己診断異常 

 
 
 
 

釦操作は無効 

高圧絶縁監視部ＧＲ自

己診断正常復帰で通常

画面へ移行 

 
 ・初期設定内容 

項  目 初期状態 

微地絡成立条件 Vo＆Io 

零相電圧設定値 2％ 

零相電流設定値 0.100A(レンジ 2) P18参照 

動作位相範囲設定値 -60～120° 

動作時間設定値 40ms 

微地絡確定回数設定値 1回 

a11-a12 接点出力 微地絡確定時 

a21-a22 接点出力 ＧＲ自己診断異常確定時 

日時 現在時刻 

メインモニタ表示方法 固定表示 

微地絡ログ更新 有効 

最大１０件。１０件目を超えた場合、１件目へ戻ります 

 

２０１２／０１／０１ １２：３０ 

  デ ンゲ ン ケンシュツ   

２０１２／０１／０１ １２：３０ 

    ＣＰＵリスタート     

 
２０１２／０１／０１ １２：３０ 

  テイデ ン ケンシュツ    

  

 

メモリ イシ゛ョウ        

ロク゛エラーノ カノウセイアリ  

 

ＧＲシ゛コシンタ゛ン イシ゛ョウ 

カンシト゛ウサ テイシチュウ  
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（3）高圧絶縁監視部における動作表示灯と本器状態の関係 

本器の状態により、動作表示灯の点灯状態が変化します。 
状  態 動作表示灯の表示説明 備  考 

通常(通電時) 常時点灯 
 
 
 
 
 

本器に制御電源が供給さ

れている場合 

通常(停電時) 

または 

装置故障中 

常時消灯 
 
 
 
 
 

本器に制御電源が供給さ

れていない場合 

通電時、微地絡情

報有りの場合 

(点滅 1状態) 

 
 
 

0.1秒点灯→0.9秒消灯を 
繰り返します 

 
 

微地絡ログ詳細(CA)画面

へ操作することで、通常

(通電時)の表示に移行 

通電時、高圧絶縁

監視部が自己診断

異常中の場合 

(点滅 2状態) 

 
 
 

0.5秒点灯→0.5秒消灯を 
繰り返します 

 
 

高圧絶縁監視部が自己診

断正常復帰することで、

通常(通電時)の表示に移

行 

 

OK 

Menu/ESC 

OK 

Menu/ESC 

OK 

Menu/ESC 

OK 

Menu/ESC 
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1-7 仕様 

（1）定格(ＳＯＧ制御装置部・高圧絶縁監視部共通) 

定格制御電圧 AC100/110V(変動範囲：AC85～120V) 

定格周波数 50/60Hz 

警報接点性能 閉路電流(誘導負荷)AC100V 2A、DC100V 2A 

消費電力 12VA 

使用温度範囲 -20～50℃(ただし、液晶表示部は-10～50℃) 

使用湿度範囲 30～80％(結露なきこと) 

外  形 171(W)×282(H)×101(D)mm(ユニット本体の外形) 

質  量 2.5kg(ユニット本体のみ) 

 

（2）定格(高圧絶縁監視部) 

測定項目 零相電圧・零相電流・位相差 

微地絡成立条件 Vo/Io/Vo＆Io/Vo＆Io＆PH(位相) (4 タップ) 

零相電圧整定値 1/2/3/4/5/6/7/8/9/10%(10 タップ) 

零相電流整定値 
0.015/0.020/0.025/0.030/0.035/0.040/0.050/0.060/0.070/ 

0.080/0.090/0.100/0.200/0.300/0.400/0.500/0.600 A(17タップ) 

動作位相範囲 

整定値 

-60～120°/-45～135°(2タップ) 

※ＳＯＧ部の動作位相範囲は-60～120° 

動作時間整定値 
40/50/60/70/80/90/100/150/200/250/300/350/400/450/500ms 

(15タップ) 

微地絡確定回数

整定値 
1/2/3/4/5/6/7/8/9/10回(10タップ) 

測定範囲 

零相電圧 0.0～457.2V 

零相電流 
0.000～0.105A(レンジ 1：0.015～0.090A 設定時) 

0.000～0.720A(レンジ 2：0.100～0.600A 設定時) 

位相差 -180～180° 

表 示 器 
16桁×2行キャラクタ表示ＬＣＤ(ＬＥＤバックライト付き） 

ＬＥＤ(1個) 

表示内容 

零相電圧・零相電流・位相差・商用電源周波数・日時(注 1)・微地絡ログ・

装置状態ログ・各種設定・電源状態・微地絡検出・自己診断異常 

※零相電圧表示：0.1V刻み表示 

零相電流表示：0.001A刻み表示 

位相差表示 ：1°刻み表示 

警報回路 
2回路(a11-a12、a21-a22接点) 

それぞれ微地絡/ＧＲ自己診断異常確定での出力設定が可能 

通信インターフェース USB2.0 

注 1：日時は年間で最大 30 分の誤差が生じる場合があります。点検時に現在日時のご確認を推奨致

します。制御電源を供給していない場合においても、日時情報を保持するために本器内部に

電池を使用しています。電池寿命は約 10年ですが、ご使用の環境により寿命は変動致します。 
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（3）機能 

本器は微地絡の検出または確定によりログデータを記録します。また、微地絡確定時には 

警報の接点出力を行うことができます。(接点の設定が微地絡に設定されている場合) 

a.微地絡成立条件 

設定により、微地絡の成立条件を変更することができます。 

以下に各設定での成立条件を説明します。 

①Voに設定された場合 

設定値以上の零相電圧計測レベル検出で、微地絡成立条件を満たします。 

②Ioに設定された場合 

設定値以上の零相電流計測レベル検出で、微地絡成立条件を満たします。 

③Vo＆Ioに設定された場合 

設定値以上の零相電圧と零相電流計測レベル検出で、微地絡成立条件を満たします。 

④Vo＆Io＆PH(位相)に設定された場合 

設定値以上の零相電圧と零相電流計測レベル検出で、なおかつ位相差が動作域となる場

合微地絡成立条件を満たします。 

b.微地絡ログデータ 

微地絡時の計測レベルや発生日時を微地絡ログデータを参照することで、微地絡の発生原因

の推測が可能となります。 

微地絡ログデータには、検出ログと確定ログの２種類があります。 

各ログの違いを以下に説明します。 

①検出ログ 

微地絡成立条件の定義を満たし、本器が微地絡を認識した場合にログを記録します。 

②確定ログ 

『①検出ログ』の状態が、本器にて設定された(動作時間設定値×微地絡確定回数)の時

間継続することで、微地絡確定としログを記録します。 

※確定ログ記録後は、次回ログが記録可能となるまで 5分間のインターバルがあります。 

※微地絡ログの動作タイミングは、『5.監視動作』(P37)をご参照ください。 

微地絡ログデータの内容は以下のとおりです。 

項 目 保存データ 

微地絡検出／確定 日時・零相電圧値・零相電流値・位相差・商用電源周波数 

・ログデータは、最大 100件までの記録が可能です。 

・微地絡ログ更新有無設定を行うことで、データが 100件を越えた際の挙動を変更可能 

です。 

更新有効の場合・・・最古のデータが消去され、最新データで更新されます。 

更新無効の場合・・・100件を超えたデータは記録しません。 

・上記保存データはパソコンにて読み出し可能(総合管理ソフトが必要) 
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1-8 計測範囲および計測精度(高圧絶縁監視部) 

（1）計測範囲 

 計測レンジ 対応設定値 測定範囲 

零相電圧  全設定値 0.0～457.2V 

零相電流 
1 0.015～0.090A 0.000～0.105A 

2 0.100～0.600A 0.000～0.720A 

位 相 差  全設定値 -180～180° 

※零相電流の計測レンジは対応設定値に対して自動で切換わります。 

（2）計測精度(高圧交流気中負荷開閉器との組合せ) 

項 目 精    度 

零相電圧 整定電圧値の±25% 

零相電流 

0.015～0.099A：整定電流値の±5mA 

0.100A～     ：整定電流値の±5% 

※経年変化による精度は、この限りではありません。 

位 相 差 整定動作位相範囲±15° 
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2．使用準備と設定方法 

2-1 使用準備 
本器を使用するために、以下の準備を行ってください。 

（1）膜付グロメットの取付け 

①プラスチックボックスの場合 

プラスチックボックス底面のケーブル入線孔を開けてください。その後、膜付グロメットに十

字の切り込みを入れ、取付けてください。 

VT(VT･LA)内蔵形開閉器の場合 VT(VT･LA)内蔵形開閉器以外の場合 

  

②ステンレスボックスの場合 

既に取付けられている膜付グロメットに十字の切り込みを入れてください。 

 

（2）ボックスの取付け 

電柱への取付けは装柱バンドを使用し、昇柱／降柱の際、踏台にならない位置に取付けてくだ

さい。 

（3）制御電源の配線 

①VT(VT･LA)内蔵形開閉器と接続の場合 

・既存の方向性ＳＯＧ制御装置(当社製のみ)とお取替の場合は、P1,P2の端子記号をご確認のう

え、間違いがないように接続してください。 

制御電源用 P1(黒)、P2(白)と、Z2(黒)、Lt(白)を間違いないように注意してください。 

・開閉器本体とセットで新規取付けされる場合は、開閉器本体付属の「過電流ロック形高圧交

流気中負荷開閉器」取扱説明書の「制御ケーブルの接続」のページをご参照ください。 

②VT(VT･LA)内蔵形開閉器以外と接続の場合 

・既存の方向性ＳＯＧ制御装置(当社製のみ)とお取替の場合は、P1,P2の端子記号をご確認のう

え、間違いがないように接続してください。 

・開閉器本体とセットで新規取付けされる場合は、開閉器本体付属の「過電流ロック形高圧交

流気中負荷開閉器」取扱説明書の「制御電源の配線」のページも併せてご参照ください。 

※VT(VT・LA)内蔵形開閉器以外と接続される場合は、ボックス底面の左孔から制御電源ケーブル

とアース線、右孔から制御ケーブルを入線して頂くことを推奨します。 

（4）制御ケーブルの配線 

①VT(VT･LA)内蔵形開閉器と接続の場合 

・既存の方向性ＳＯＧ制御装置(当社製のみ)とお取替の場合は、各制御線の端子記号をご確認

のうえ、間違いがないように接続してください。 

なお、制御線記号と色別の関係は次のとおりです。 

【端子記号と色別】 

制御線記号 P1 P2 Z1 Z2 Y1 Va Vb Vc Kt Lt T 

色 別 黒 白 赤 黒 橙 黄 青 緑 茶 白 灰 

・開閉器本体とセットで新規取付けされる場合は、開閉器本体付属の「過電流ロック形高圧交

流気中負荷開閉器」取扱説明書の「制御ケーブルの接続」のページも併せてご参照ください。 

 

右側のφ42の孔を開けてください。 左右共にφ22の孔を開けてください。 
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②VT(VT･LA)内蔵形開閉器以外と接続の場合 

・既存の方向性ＳＯＧ制御装置(当社製のみ)とお取替の場合は、各制御線の端子記号をご確認

のうえ、間違いがないように接続してください。 

なお、制御線記号と色別の関係は次のとおりです。 

【端子記号と色別】 

制御線記号 Z1 Z2 Y1 Va Vb Vc Kt Lt T 

色 別 赤 黒 橙 黄 青 緑 茶 白 灰 

・開閉器本体とセットで新規取付けされる場合は、開閉器本体付属の「過電流ロック形高圧交

流気中負荷開閉器」取扱説明書の「制御ケーブルの配線」のページも併せてご参照ください。 

【制御ケーブル入線部の処理について】 

制御ケーブルの配線後、制御ケーブルの剥きしろ部分がボックス外に出ないように次の処理

を行ってください。 

・プラスチックボックスの場合 

VT(VT･LA)内蔵形開閉器と接続される場合は、付属の制御ケーブル支持金具と結束バンドを用

いて、制御ケーブルに固定してください。（膜付グロメットは『大』をご使用ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VT(VT･LA)内蔵形開閉器以外と接続される場合は、制御ケーブルに付属の結束バンドを取付け

てください。（膜付グロメットは『小』をご使用ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ステンレスボックスの場合 

『プラスチックボックスの場合の VT(VT･LA 内蔵形開閉器)』と同様に、付属の制御ケーブル

支持金具と結束バンドを用いて制御ケーブルに固定してください。 

 

（5）接地 

・既存の方向性ＳＯＧ制御装置(当社製のみ)とお取替の場合は、接続されている接地線を、本

装置の E端子へ接続してください。 

・開閉器本体とセットで新規取付けされる場合は、開閉器本体付属の「過電流ロック形高圧交

流気中負荷開閉器」取扱説明書の「接地」も併せてご参照され配線してください。 

 

制御ケーブル支持金具 
結束バンド 

結束バンド 
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（6）ＳＯＧ制御装置部の設定(既存取替および新規取付けの場合でも内容は同じです) 

・既存の方向性ＳＯＧ制御装置(当社製のみ)とお取替の場合は、次の条件を満足するように設

定してください。 

①地絡動作電流整定値および地絡動作電圧整定値の設定 

上位遮断装置の整定値を超えない値に設定してください。 

ＳＯＧ制御装置の整定値 ＜ 上位遮断装置の整定値 

②地絡動作時間整定値の設定 

上位遮断装置の整定値を超えない値で 0.2秒以上の間隔をとって設定してください。 

ＳＯＧ制御装置の整定値 ≦ 上位遮断装置の整定値－0.2秒 

（7）高圧絶縁監視部の設定 

高圧絶縁監視部に表示される日時については、制御電源を印加され、使用を開始される際に必ず現

在時刻との差異をご確認のうえ、必要であれば設定変更をお願いします。 

【日時の修正方法】 

a.Menu/ESC 釦を押し、微地絡ログ表示選択画面を表示させた後、下釦を 10 回押し、日時現

在設定画面を表示させてください。 

b.右釦を押し、日時設定画面を表示させ、現在時刻を設定してください。 

詳しい操作方法は、『1-6 表示内容』(P13参照)に記載されています。 

【動作値設定方法】 

『2-2 設定方法』(P26参照)をご参照ください。 

（8）動作の確認(既存取替および新規取付けの場合でも内容は同じです) 

次の手順に従ってＳＯＧ制御装置部の動作確認を行ってください。 

また、ＳＯＧ制御装置部の動作確認と同時に、高圧絶縁監視部の動作確認も行えます。 

※微地絡を確定させた場合、５分間経過しないと次回微地絡検出を行いませんので、動作確認の際には

ご注意ください。 

【地絡動作の確認】 

・試験用スイッチによる確認 

①負荷側(高圧)回路の安全および電線接続を確認し、本開閉器を投入してください。 

②制御電圧の印加をご確認ください。 

③試験用スイッチをＧＲ側にたおしてください。（2秒以上） 

④開閉器がトリップします。（トリップさせない場合は、制御線 Va,Vb,Vc を外してくださ

い。この時、外した制御線が他の制御線やアースに接触しないようご注意ください。ま

た、自己診断異常表示灯が点灯しますが異常ではありません。） 

⑤ＧＲ動作表示器が表示しますので、表示していることをご確認ください。 

⑥開閉器操作ハンドルの「切」側を引いて「リセット」してください。「リセット」しない

と再投入できません。 

⑦開閉器操作ハンドルの「入」側を引いて開閉器を投入してください。 

⑧「ＧＲ動作表示器」を「リセット」してください。 

⑨高圧絶縁監視部のログ確認をしてください。 

【操作方法】 

a.Menu/ESC 釦を押し、微地絡ログ表示選択画面を表示させてください。 

b.右釦を押し、微地絡ログ詳細画面を表示させ、ログ記録をご確認ください。 

詳しい操作方法は、『1-6 表示内容』(P6参照)に記載されています。 

なお、開閉器をトリップさせずに試験をされた場合は、高圧絶縁監視部の動作表示灯が

点滅していることも併せてご確認ください。 

⑩ログ記録の消去をしてください。 

a.Menu/ESC 釦を押し、微地絡ログ表示選択画面を表示させた後、下釦を 1回押し、微地

絡ログ消去選択画面を表示させてください。 

b.右釦を押し、微地絡ログ消去実行確認画面を表示させ、ログクリアをしてください。 

詳しい操作方法は、『1-6 表示内容』(P6参照)に記載されています。 



 22 

・地絡動作電流、地絡動作電圧入力による確認 

電流、電圧入力による動作試験は、保護継電器用試験器によるテストの一例として記載し

ていますのでご参照ください。 

 

 

①ＳＯＧ制御装置試験項目の管理値は表『位相特性管理値および試験条件』(P25参照)のと

おりです。 

各試験項目の管理値を満足しているかご確認ください。 

②図 1～6の試験回路はＳＯＧ制御装置だけの地絡動作時間測定となります。 

（開閉器をトリップさせない時は制御線 Va,Vb,Vcを外してください。この時、外した制御

線が他の制御線やアースに接触しないようご注意ください。また、自己診断異常表示灯が

点灯しますが異常ではありません。） 

③連動試験を行う時は、試験器の電源を開閉器の負荷側から供給してください。 

④開閉器トリップ後、操作ハンドルの「切」側を引いて「リセット」し、ＳＯＧ制御装置

の「ＧＲ動作表示器」を「リセット」してください。 

⑤高圧絶縁監視部のログ確認をしてください。 

【操作方法】 

a.Menu/ESC 釦を押し、微地絡ログ表示選択画面を表示させてください。 

b.右釦を押し、微地絡ログ詳細画面を表示させ、ログ記録をご確認ください。 

詳しい操作方法は、『1-6 表示内容』(P6参照)に記載されています。 

なお、開閉器をトリップさせずに試験をされた場合は、高圧絶縁監視部の動作表示灯が

点滅していることも併せてご確認ください。 

⑥ログ記録の消去をしてください。(各試験項目終了後、実施してください) 

a.Menu/ESC 釦を押し、微地絡ログ表示選択画面を表示させた後、下釦を 1回押し、微地

絡ログ消去選択画面を表示させてください。 

b.右釦を押し、微地絡ログ消去実行確認画面を表示させ、ログクリアをしてください。 

詳しい操作方法は、『1-6 表示内容』(P6参照)に記載されています。 

※地絡動作電流・地絡動作電圧入力時に、高圧絶縁監視部の表示画面には、試験時の入力値が

表示されますが、試験動作値の確認は試験器側の表示値でご確認ください。 

※配電線残留電圧の影響について 

単相回路の接続や高圧自動電圧昇圧器(SVR)の設置によって、配電線の対地静電容量や対地電

圧が不平衡であれば地絡事故がなくても零相電圧として常時発生します。これを「残留電圧」

と呼びます。この状態で試験電圧を加えると、残留電圧と試験電圧のベクトル和がＳＯＧ制

御装置に印加されますので、残留電圧が大きいと正常値で動作しない時があります。この時

は開閉器を開放して、残留電圧の影響をなくし、試験を実施してください。 

※負荷設備による動作時間への影響について 

試験器の電源を開閉器負荷側から供給して地絡動作時間を測定すると、動作時間が長くなり

管理値から外れることがあります。この場合、負荷設備からの残留電圧が原因と考えられま

すので、試験器以外の全ての負荷を電源から切離して、再度測定してください。 

【ＳＯ動作の確認】 

①試験用スイッチをＳＯ側にたおしてください。(2秒以上) 

②開閉器がトリップします。(トリップさせない場合は、制御線 Va,Vb,Vcを外してください。

この時、外した制御線が他の制御線やアースに接触しないようご注意ください。また、自

己診断異常表示灯が点灯しますが異常ではありません。) 

③ＳＯ動作表示器が表示します。 

④開閉器操作ハンドルの「切」側を引いて「リセット」してください。「リセット」しないと

再投入できません。 

⑤開閉器操作ハンドルの「入」側を引いて開閉器を投入してください。 

⑥「ＳＯ動作表示器」を「リセット」してください。 

※高圧絶縁監視部のログ記録には影響しませんのでログ記録削除の必要はありません。 

VT(VT･LA)内蔵形開閉器と組合せた場合、開閉器に内蔵されている VTの定格負担が 25VA

のため試験用電源には使用できません。必ず別途に試験用電源を準備してください。 
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【保護継電器用試験器の接続例】 

VT(VT･LA)内蔵形開閉器の場合で主回路へ 6600V が印加されている時 

開閉器からの P1,P2の電源を使用して、ＳＯＧ制御装置の性能試験(動作試験)を実施される場合

には、制御線 P1,P2 がＳＯＧ制御装置の P1,P2 端子に確実に接続されているかご確認ください。

VT 破損や感電のおそれがありますので、試験器の別電源などをＳＯＧ制御装置の P1,P2 端子に

印加したり、開閉器からの P1,P2(AC105V)を試験用電源には絶対に使用しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 戸上電機製作所製(ＤＧＴ)によるテスト回路の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2 ムサシインテック製(ＲＤＦ)によるテスト回路の一例 
※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3 双興電機製作所製(ＤＧＲ)によるテスト回路の一例 
※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などをご参照ください。 
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VT(VT･LA)内蔵形開閉器以外の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4 戸上電機製作所製(ＤＧＴ)によるテスト回路の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ムサシインテック製(ＲＤＦ)によるテスト回路の一例 
※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 双興電機製作所製（ＤＧＲ）によるテスト回路の一例 
※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などをご参照ください。 
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表『位相特性管理値および試験条件』 

 

（9）通電開始 

通電開始に当っては安全を確認し、次の手順で実施してください 

①各整定値および電線接続を再度ご確認ください。 

②動作表示器はリセットされているかご確認ください。 

③開閉器を投入した時、制御電圧が印加されるようになっているかご確認ください。 

④開閉器を投入してください。 

⑤制御電圧の印加をご確認ください。(あわせて電源表示灯の点灯もご確認ください。） 

⑥自己診断異常表示灯の消灯をご確認ください。 

⑦高圧絶縁監視部のログが記録されていないかをご確認ください。 

⑧本ＳＯＧ制御装置の扉は確実に閉めてください。 

⑨操作用ロープを固定してください。 

試験項目 管  理  値 試 験 条 件 

動作電流値 整定電流値の±10% V0：114V（2%設定） 

θ ：30° 

動作電圧値 2%設定（ 76Ｖ±25%） 5%設定（190V±25%） 

7.5%設定（285Ｖ±25%） 10%設定（381Ｖ±25%） 
I0：整定電流値の150% 

θ ：30° 

動作時間 
130%→地絡動作時間整定値の±0.1秒 

整定電流値の 

400%→地絡動作時間整定値の 

V0：114V（2%設定）  

I0：整定電流値の130%、400%  

θ ：30° 

動作位相特性 遅れ45°～75°、進み105°～135° V0：114V（2%設定） 

Ｉ0：2A（最小整定電流値の1000%） 
(注)1.地絡動作電圧はテスト端子（Ｔ）とアース間、あるいは主回路三相一括とアース間に印加してください。 

2.Vo：地絡動作電圧 Io：地絡動作電流 θ：動作位相角 

3.動作時間は SOG制御装置のみの時間です。連動試験での動作時間は表の管理値の上限に 0.1秒プラスした値

です。 

（例：動作時間整定値を 0.2 秒に設定した場合、整定電流値の 130％通電時 0.4 秒以内、400％通電時 0.3

秒以内） 

4.動作位相特性試験時に、試験器によっては 2A（Io最小整定値の 1000％）が流せない場合があります。 

その場合には、0.3A（Io最小整定値の 150％）で実施してください。 

5.Voは 2％設定時の例を示していますので、他のタップで実施の場合は動作電圧整定値の 150％を印加してく

ださい。 

6.地絡動作時間整定値が 0.1秒の場合の管理値は、130％で 0.07～0.17秒、400％で 0.06～0.13秒です。 

＋ 0 秒 

－0.1 秒 
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2-2 設定方法 

高圧絶縁監視部にはご購入時初期設定値(P14 参照)が保存されていますが、ご使用に際しお客様

の設置状況をご確認のうえ、再設定されることを推奨致します。 

以下に設定方法について説明します。 

各設定可能範囲は『1-7 仕様』(P16参照)をご確認ください。 

 

①設置時の定常レベルの確認 

通電開始後、表示器の表示内容(AA)(P7参照)における零相電圧・零相電流の現在計測値を確認し

ます。この時の値を基に設定を行うことを推奨致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②微地絡成立条件の設定 

微地絡成立条件は Vo/Io/Vo＆Io/Vo＆Io＆PH(位相)の 4 タップの設定が可能です。位相差を含

まない成立条件の場合でも、計測レベル以上を検出すれば動作を行います。動作時の微地絡ログ

データには位相差の値も記録されます。 

※初期設定値：Vo＆Io 

・表示器の表示内容(BC)から、右釦を押すことで表示器の表示内容(CC)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表示している内容は下釦を１回押した

時の表示内容を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大電流や無線機などによる強電界により、正確な測定ができない場合があります。 

特に、Ioのみ設定かつ、高感度な動作電流値設定時に誤微地絡検出する可能性があります。 

Ｖｏ＝   １５．５Ｖ：  ＰＨ 

Ｉｏ＝  ０．００５Ａ：  ＊＊ 
現在計測値を表示 
※図のように、残留レベルが表示される場合があります 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

    Ｖｏ ＆ Ｉｏ      

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

表示器の表示内容(CC) 

現在の設定値が表示されます(以降同様) 

OK 

Menu/ESC 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

  Ｖｏ ＆ Ｉｏ ＆ ＰＨ   

上釦または下釦を押して変更した

い設定内容を選択してください。 

OK 

Menu/ESC 

OK 釦を押すと設定変更が確定さ

れます。 

③～⑤までの設定は、②の微地絡成立条件の設定内容で有効か無効かが決定しますので、

成立条件以外の項目を設定しても無効となります。 
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③零相電圧の設定 

零相電圧を含む微地絡成立条件の場合、当設定以上の零相電圧を検出すると、本器は零相電圧検

出状態となります。 

設定においては、[①にて確認した Vo 値＜設定値＜ＳＯＧ制御装置部の設定値]となるよう設定

されることを推奨致します。 

※初期設定値：2％ 

・表示器の表示内容(BD)から右釦を押すことで、表示内容(CD)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表示している内容は上釦を１回押した

時の表示内容を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④零相電流の設定 

零相電流を含む微地絡成立条件の場合、当設定以上の零相電流を検出すると、本器は零相電流検

出状態となります。 

設定においては、[①にて確認した Io 値＜設定値＜ＳＯＧ制御装置部の設定値]となるよう設定

されることを推奨致します。 

※初期設定値：0.100A 

・表示器の表示内容(BE)から右釦を押すことで表示内容(CE)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表示している内容は上釦を 5 回押した

時の表示内容を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定が 0.015～0.090A の場合『計測レンジ 1』、0.100～0.600A の場合『計測レンジ 2』となりま

す。(P18参照) 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

   ２％（ ７６．２Ｖ）    

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

表示器の表示内容(CD) 

OK 

Menu/ESC 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

   １％（ ３８．１Ｖ）    

 

上釦または下釦を押して変更した

い設定内容を選択してください。 

OK 

Menu/ESC 

OK 釦を押すと設定変更が確定さ

れます。 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

     ０．１００Ａ      

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

表示器の表示内容(CE) 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

     ０．０５０Ａ      

 
OK 

Menu/ESC 

上釦または下釦を押して変更した

い設定内容を選択してください。 

OK 

Menu/ESC 

OK 釦を押すと設定変更が確定さ

れます。 

OK 

Menu/ESC 
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⑤動作位相範囲の設定 

位相を含む微地絡成立条件の場合、当設定範囲内の位相差を検出すると、本器における微地絡状

態が動作域と判定されます。 

※通常はＳＯＧ制御装置部と同じ、初期設定値-60～120°でご使用ください。 

・表示器の表示内容(BF)から、右釦を押すことで表示内容(CF)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表示している内容は下釦を 1 回押した

時の表示内容を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥動作時間の設定 

微地絡条件成立後、微地絡確定を行うための時間を決定する要因として、当設定が必要です。 

微地絡確定を行うための時間は、[動作時間×微地絡確定回数]で決定されます。 

※初期設定値：40ms 

・表示器の表示内容（BG）から、右釦を押すことで表示内容(CG)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表示している内容は下釦を 2 回押した

時の表示内容を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

    －６０ｔｏ１２０     

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

表示器の表示内容(CF) 

OK 

Menu/ESC 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

    －４５ｔｏ１３５     

 

上ボタンまたは下ボタンを押して 

変更したい設定内容を選択してく 

ださい。 

OK 

Menu/ESC 

OK ボタンを押すと設定変更が確

定されます。 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

      ４０ｍｓ       

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

表示器の表示内容(CG) 

OK 

Menu/ESC 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

      ６０ｍｓ       

 

上釦または下釦を押して変更した

い設定内容を選択してください。 

OK 

Menu/ESC 

OK 釦を押すと設定変更が確定さ

れます。 



 29 

⑦微地絡確定回数の設定 

微地絡条件成立後、微地絡確定を行うための時間を決定する要因として、当設定が必要です。 

微地絡確定を行うための時間は、[動作時間×微地絡確定回数]で決定されます。 

※初期設定値：1回 

・表示器の表示内容(BH)から、右釦を押すことで表示内容(CH)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表示している内容は下釦を 2 回押した

時の表示内容を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧警報接点出力の設定 

高圧絶縁監視部には警報接点を 2接点用意しています(a11-a12、a21-a22)。それぞれの警報出力

は割付を変更することで、変更が可能です。 

初期設定では微地絡確定の場合に a11-a12 接点が動作、ＧＲ自己診断異常確定の場合に a21-a22

接点が動作します。 

・表示器の表示内容(BI)もしくは(BJ)から、右釦を押すことで表示内容(CI)もしくは(CJ)へ移行し

ます。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表示している内容は a11-a12 接点が微

地絡に設定されているところを下釦を

1 回押しＧＲ自己診断異常に変更した

内容を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

       １カイ       

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

表示器の表示内容(CH) 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

       ３カイ       

 

OK 

Menu/ESC 

上釦または下釦を押して変更した

い設定内容を選択してください。 

OK 

Menu/ESC 

OK 釦を押すと設定変更が確定さ

れます。 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

   ヒ゛チラク   セッテン  

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

表示器の表示内容(CI)もしくは(CJ) 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

 シ゛コシンタ゛ン  セッテン  

 

上釦または下釦を押して変更した

い設定内容を選択してください。 

OK 

Menu/ESC 

OK 釦を押すと設定変更が確定さ

れます。 

OK 

Menu/ESC 
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⑨日時の設定 

微地絡の発生日時を特定するために、日時合わせを行ってください。 

・表示器の表示内容(BK)から、右釦を押すことで表示内容(CK)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※日時は年間で最大 30分の誤差が生じる場合があります。点検時に現在日時の確認を推奨します。 

⑩その他の設定 

・メインモニタ表示設定（表示器の表示内容(BL)で設定） 

表示器の表示内容(AA)～(AD)における表示方法を決定します。 

「固定」と「サイクリック」の 2設定があり、「サイクリック」の場合は 5秒毎に画面が変化し

ます。 

※初期設定値：固定 

・微地絡ログ更新有無設定（表示器の表示内容(BM)で設定） 

微地絡ログデータが 100件を越えた際の挙動を決定します。 

「有効」と「無効」の 2 設定があり、「有効」の場合は最古のデータを消去し、最新データで

更新されます。 

「無効」の場合は 100 件を超えたデータは記録しません。 

※初期設定値：有効 

・設定初期化 

総合管理ソフト(別途依頼書による)を使用した場合、全設定値を初期状態に戻すことができます。 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

２０１２／０１／０１ １３：３０ 

 

＊＊セッテイヘンコウシマシタ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

表示器の表示内容(CK) 

※□で囲まれた部分は点滅表示となります。 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

２０１２／０１／０１ １３：３１ 

 

OK 

Menu/ESC 

上釦で選択項目が+1 されます。

（下釦を押すと選択項目が-1 さ

れます） 

OK 

Menu/ESC 

OK 釦を押すと設定変更が確定さ

れます。０秒スタートは OK釦を押

した時に実行されます。 

＊＊＊ ヘンコウチュウ  ＊＊＊ 

２０１２／０１／０１ １３：３１ 

 

右釦で選択項目を変更できます。

（左釦の場合は逆方向に移動しま

す） 

OK 

Menu/ESC 
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3.点検 

3-1 絶縁抵抗測定および耐圧試験 

設置後に、本装置の絶縁抵抗測定および耐圧試験を実施される場合は次のように行ってくださ

い。 

項  目 試 験 値 印 加 箇 所 方    法 

絶縁抵抗測定 DC 500Vメガ 
制御回路一括と大地間(注 1) 

制御装置に接続されている

全ての制御線を外す。（注２） 耐 圧 試 験 AC 2000V 

注 1.各端子間測定、印加は行わないでください。 

本装置内部には雷害対策のため、ＳＡ(避雷器)を取付けています。もし、各端子間の測定

および印加をされますとＳＡ(避雷器)や電子部品が壊れる場合があります。ＳＡ(避雷器)

の接続位置は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 2. 試験終了後は、必ず制御線を元の状態に接続してください。 

 

3-2 保護継電器用試験器によるテストの一例 

保護継電器用試験器による高圧絶縁監視部のテストを行う場合、試験器の接続方法は『（8）動作の

確認 ・地絡動作電流、地絡動作電圧入力による確認の項(P22参照)』を参考に行ってください。 

高圧絶縁監視部の動作として、微地絡を確定し接点出力が行われる(微地絡確定接点出力設定の場

合)と、5 分間経過しないと次回微地絡検出を行いません。 

テスト実施例として以下の手順をご参考にしてください。 

①動作時間試験を実施し、試験開始-接点出力時間をご確認ください。 

②表示器の表示内容(CA)微地絡ログをご参照され、記録が正常に行われていることをご確認くだ

さい。（P6参照） 

③動作電流値試験相当の入力を行い、表示器上の表示が管理値内であることをご確認ください。 

④動作電圧値試験相当の入力を行い、表示器上の表示が管理値内であることをご確認ください。 

⑤動作位相角試験相当の入力を行い、表示器上の表示が管理値内であることをご確認ください。 

※①実施後 5分未満の間は、③～⑤実施時に接点出力、ログデータ保存は行われませんので 

ご注意ください。 
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高圧絶縁監視部における試験項目の管理値は下表のとおりです。 

試 験 項 目 管 理 値 試 験 条 件 

動 作 電 流 値 
整定電流値(15～90mA)の±5mA 

整定電流値(100mA～)の±5% 

Vo：整定電圧値の 150% 

θ：30° 

動 作 電 圧 値 整定電圧値の±25% 
Io：整定電流値の 150% 

θ：30° 

動 作 時 間 
整定動作時間の-0秒 

       +0.045秒 

Vo：整定電圧値の 150% 

Io：整定電流値の 130% 

θ：30° 

動 作 位 相 特 性 

遅れ 45°～75°、進み 105°～135° 

  (整定動作位相角-60°～120°の場合) 

遅れ 30°～60°、進み 120°～150° 

  (整定動作位相角-45°～135°の場合) 

Vo：整定電圧値の 150% 

Io：整定電流値の 1000% 

注 1.地絡電圧はテスト端子(T)とアース間、あるいは主回路三相一括とアース間に印加してくだ 

さい。 

注 2.Vo＝地絡電圧、Io＝地絡電流、θ＝動作位相角 

注 3.動作時間は高圧絶縁監視部のみの時間です。 

注 4.動作位相特性試験時に、試験器によっては整定電流値の 1000%が流せない場合があります。 

その場合には、整定電流値の 150%で実施してください。 

注 5.整定動作時間が 0.04秒の場合の管理値は、0.04秒～0.085秒です。 

 

本器にて設定されている日時は、年間で最大 30 分の誤差が生じる場合があります。点検時に現在日

時の確認を推奨します。日時にずれが生じている場合、P13 の手順をご参照され、日時合わせを行っ

てください。 



 33 

3-3 表示灯の確認 

本制御装置には高圧絶縁監視部とＳＯＧ制御装置部があり、各々に表示部があります。(写真参

照) 

表示灯を確認することで装置の状態を把握することができます。以下にその確認方法を説明致し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＳＯＧ制御装置部の自己診断異常表示灯】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1.制御電源が常時印加されている状態で、制御線 Va,Vc を外すと自己診断異常表示灯が点灯し

ますが、異常ではありません。 

※2.表示復帰釦は表示器を復帰させると同時に、自己診断機能を再起動させるため Io,Vo表示灯

が瞬時点灯します。 

消灯確認 

正常 

点灯確認 自己診断異常

表示灯を確認 

表示復帰

釦を押す 

表示器復帰釦後 
約 2分 

で再度点灯 

表示器復帰釦後 
約 1秒 

で再度点灯 

地絡検出回路 
異常 

表示器復帰釦後 
約 3～5分 
で再度点灯 

ＳＯ回路 
異常 

トリップ回路断線 
（Va-TC-Vc間） 

高圧絶縁監視部の表示灯 

ＳＯＧ制御装置部の自己診断異常表示灯 

表示復帰釦 
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【高圧絶縁監視部の表示灯】 

動作表示内容詳細は、P15をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1.ＳＯＧ制御装置部の P1,P2端子へ AC100/110Vが印加されているかご確認ください。 

印加されていれば高圧絶縁監視部の不具合の可能性があります。 

※2.微地絡情報をご確認ください(P15 参照)。確認することで、動作表示灯の表示は「常時点灯」に

移行します。 

※3.自己診断異常中は、表示器の画面上にも自己診断異常の表示(DB)をします。(P14 参照) 

※4.操作方法は P6をご参照ください。 

※5.正常状態に復帰する原因の一例として、『外的ノイズの影響を受けてメモリ読み込み異常となっ

たが、その後の再読み込みで正常に読み込みが行えた。』等が考えられます。 

消灯確認 

停電または

装置故障 

常時点灯確認 動作表示灯

を確認 

※1 

点滅確認 正常状態 

点滅の間隔

を確認 

0.1 秒点灯－0.9 秒消灯
の繰り返し 

微地絡情報

記録あり 

0.5秒点灯－0.5秒消灯
の繰り返し 

本器正常状態 

※2 

本器自己診断

結果異常状態 

表示器の表

示内容確認 

メモリ イジ ョウ        
ログ エラーノ カノウセイアリ  
 
ＧＲジ コシンダ ン イジ ョウ 
カンシド ウサ テイシチュウ  

 

を確認(※3) 

を確認(※3) 

メモリ異常 ＧＲ異常 

微地絡ログ詳細

を参照後の動作

表示灯を確認 

常時点灯確認 

正常状態 

※5 

0.5 秒点灯－0.5 秒消灯

の繰り返し 

メモリ異常 

ＳＯＧ制御装置部

の表示復帰釦を押

し表示灯を確認 

常時点灯確認 

正常状態 

※5 微地絡検出

回路異常 

※4 
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4.ログデータ 

4-1 微地絡ログデータ参照 

高圧絶縁監視部において微地絡を検出または確定した場合、微地絡ログデータとして「日時、零

相電圧値、零相電流値、位相差、商用電源周波数」が記録されます(最大 100件）。 

これらのデータを基に微地絡発生原因の推測が可能です。 

※確定ログデータ記録後 5分間は、検出または確定のログデータは記録しません。 

 

①微地絡ログデータ参照方法 

表示器の表示内容(BA)から、右釦を押すと表示内容(CA)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本器におけるログデータ参照は 1件ずつですが、総合管理ソフト(別途依頼書による)を使用した

場合 100件分のログデータを一覧で取得し、CSV形式で保存することができます。 

②微地絡発生原因の推測について 

ログデータより微地絡発生原因の推測を行う際、零相電圧・零相電流の値から推測することや、 

検出・確定の日時も重要な情報となります。 

・例 1 日時を確認した結果、雨の日しか微地絡データが記録されていない場合、設備の漏電や破損

が推測されます。 

・例 2 確定ログが無く、検出データしか記録されていない場合、極短時間の微地絡が発生していま

すので、高圧ケーブルの劣化や高圧部の樹木接触、碍子のひび割れ等による微地絡が推測さ

れます。 

ロク゛Ｎｏ．００１（ カクテイ） 

２０１２／０１／０１ １２：３０ 

 

ロク゛Ｎｏ．００２（ケンシュツ） 

Ｖｏ＝ ８０．０Ｖ：ＰＨ  ９０ 

 

表示器の表示内容(CA) 

最新のログデータが表示されます。 

ロク゛Ｎｏ．００２（ケンシュツ） 

２０１２／０１／０１ １２：３０ 

 

OK 

Menu/ESC 

下釦を押すとログ№を切替えるこ

とができます。（上釦を押した場合

は逆方向に切替わります） 

左釦または右釦を押すと指定ログ

№の他データが参照できます。 OK 

Menu/ESC 

ロク゛Ｎｏ．０１０ 

＊Ｎｏ Ｍｅｍｏｒｙ＊    

微地絡ログデータが記録されてい

ない場合、「＊Ｎｏ Ｍｅｍｏｒｙ

＊」と表示されます。 

ロク゛Ｎｏ．００５（ケンシュツ） 

２０‐‐／‐‐／‐‐ ‐‐：‐‐ 

 

時計データ未取得の場合に微地絡

を検出または確定すれば(地絡点

投入の場合)日時情報は左図のよ

うになります。 
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4-2 微地絡ログデータ消去 

微地絡ログデータ消去を実行すると、全てのデータ(100件分)を消去します。 

微地絡ログデータを消去する際の手順を以下に記載します。 

表示器の表示内容(BB)から、右釦を押すと表示内容(CB)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3 状態ログデータ参照 

状態ログデータを参照することで、本器の状態変化を確認することができます。 

状態ログデータの参照方法とログの内容を以下に記載します。 

 

表示器の表示内容(BN)から、右釦を押すと表示内容(CN)へ移行します。(P6参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ログ内容 

ＣＰＵリスタート・・・本器がリセット状態から復帰した場合 

電源検出    ・・・電源無状態(約 AC70V 未満)から電源有状態(約 AC75V以上)となる場合 

停電検出    ・・・電源有状態(約 AC75V 以上)から電源無状態(約 AC70V未満)となる場合 

自己診断異常  ・・・微地絡検出用回路が正常状態から自己診断異常状態(回路断線等)となる 

場合 

自己診断復帰  ・・・微地絡検出用回路が自己診断異常状態(回路断線等)から正常状態となる 

場合 

 

 

ロク゛ クリアシマスカ？   

Ｙ：ＯＫ       Ｎ：ＥＳＣ 

 

＊＊ ロク゛ クリアチュウ ＊＊ 

＊＊  オマチクタ゛サイ  ＊＊ 

 

表示器の表示内容(CB) 

OK 

Menu/ESC 

OK 釦を押すと微地絡ログデータ

が消去されます。 

２０１２／０１／０１ １２：３０ 

  テ゛ンケ゛ン ケンシュツ   

 

表示器の表示内容(CN) 

最新のログデータが表示されます。 

※ログＮｏは表示されません 

２０１２／０１／０１ １２：３０ 

    ＣＰＵリスタート     

 

OK 

Menu/ESC 

下釦を押すとログを切替えること

が出来ます。（上釦を押した場合は

逆方向に切替わります） 

 

＊Ｎｏ Ｍｅｍｏｒｙ＊    

状態ログデータが記録されていな

い場合、「＊Ｎｏ Ｍｅｍｏｒｙ

＊」と表示されます。 
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5.監視動作 

 

微地絡監視中の微地絡ログデータ記録、接点出力タイミングについて説明します。 

 

5-1 微地絡確定回数が 1回の場合 
 

・本器において微地絡成立条件が揃うと、「微地絡検出状態」となりログデータを記録します。 

また、この時動作表示灯の状態が常時点灯であれば動作表示灯が点滅します。 

 

・微地絡検出状態が動作時間整定値以上継続すると、「微地絡確定状態」となりログデータを記録

し接点出力を行います。 

※接点出力は接点出力設定が「微地絡確定」の場合のみ行われます。 

 

・微地絡検出状態が間欠の場合、10ms以上の間欠で微地絡検出状態はクリアされます。 

※10ms 未満の場合、動作時間のカウントは保持されます。 

 

・微地絡確定後は、次回微地絡検出を行うまでに 5分間の間隔を設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

微地絡条件 

10ms 

未満 

成立 成立 成立 成立 

検出ログ記録 
動作表示灯点滅 

10ms 

以上 

動作時間整定値

時間経過 

確定ログ記録 

5分 

検出ログ記録なし 
動作表示灯点滅継続 

検出ログ記録 
動作表示灯点滅継続 

検出ログ記録 
動作表示灯点滅継続 

動作時間整定値

時間未満 微地絡検出 
状態クリア 

0.5s出力 

微地絡確定接点 

(a11-a12を微地絡に設定) 

微地絡検出 
停止解除 
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5-2 微地絡確定回数が複数回の場合 

 

・本器において微地絡成立条件が揃うと、「微地絡検出状態」となりログデータを保存します。 

また、この時動作表示灯の状態が常時点灯であれば動作表示灯が点滅します。 

 

・微地絡検出状態が動作時間設定以上継続すると、微地絡確定回数カウントが+1されます。 

 

・微地絡確定回数カウントが本器の微地絡確定回数設定値以上となると、「微地絡確定状態」とな

りログデータを記録し接点出力を行います。 

※接点出力は接点出力設定が「微地絡確定」の場合のみ行われます。 

 

・微地絡検出状態が間欠の場合、1分以上の間欠で微地絡確定回数カウントはクリアされます。 

 

・その他の動作は『5-1微地絡確定回数が 1回の場合』と同様です。 

 

 

(例)微地絡確定回数設定「2回」の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

微地絡条件 

成立 成立 成立 

動作時間整定値

時間経過 
5分 1分 

以上 
1分 
以内 

成立 

検出ログ記録 
動作表示灯点滅 

カウント① 

検出ログ記録 
動作表示灯点滅継続 

カウント① 

カウントクリア 

検出ログ記録なし 
動作表示灯点滅継続 

カウント② 
確定ログ記録 
カウントクリア 

微地絡検出 
停止解除 

検出ログ記録 
動作表示灯点滅継続 

0.5s出力 

微地絡確定接点 

(a11-a12を微地絡に設定) 

動作時間整定値

時間経過 
動作時間整定値

時間経過 
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6.警報回路例 

・高圧絶縁監視部の警報回路例を記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●警報接点は無電圧の a接点です。 

●a11-a12、a21-a22 接点はそれぞれ微地絡またはＧＲ自己診断異常の出力に設定可能です。 

●接点出力時間は 0.5 秒間です。(ＳＯＧ制御装置部同様) 

●警報回路の制御電源は別電源(直流)としてください。 

 

注 1.開閉器がトリップした時は構内が停電となり、交流電源が無電圧になります。 

そのため停電に影響されない直流電源が必要です。 

独立した 2接点ですので、別装置への接点供給も可能です。 

 

・ＳＯＧ制御装置部の警報回路例を記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●警報接点は無電圧の a接点です。 

●接点出力時間は 0.5 秒間です。 

●警報回路の制御電源は別電源(直流)としてください。 

 

注 1.開閉器がトリップした時は構内が停電となり、交流電源が無電圧になります。 

そのため停電に影響されない直流電源が必要です。 

Ry1 

Ry2 Ry2 

Ry1 Ry1 
復 帰

 a11 

a12 

Ry2 

a21 

a22 
別電源 
［直流］ 

注 

(高圧絶縁監視部) 

BZ または 
表示灯 

BZ または 
表示灯 

Ry2 Ry2 Ry1 Ry1 
復 帰

 

ac 
  

Ry1 

a2 
別電源 
［直流］ 

注 
a1 

ＳＯＧ制御装置 
BZ または 
表示灯 

BZ または 

表示灯 
Ry2 
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7.警報接点使用上のご注意 

VT(VT･LA)内蔵形開閉器と接続され警報接点を使用される場合は、付属のＳＡ(避雷器)を図 8,9 の

ように警報回路側に取付けてください。 

なお、付属のＳＡ(避雷器)に回路例も記載されていますのでご参照ください。 

・ＳＯＧ制御装置部警報接点使用の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 

 

・高圧絶縁監視装置部警報接点使用の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 

a1 a2 ac

a1 a2　 ac

負　荷 E
(電源)

SA
(避雷器)

アース

警報回路

ＳＯＧ制御装置

U

a12 a21 a22

負　荷 E
(電源)

SA
(避雷器)

アース

警報回路

高圧絶縁監視装置

U

a11

a12a21 a22a11
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8.通信 

8-1 パソコンへのデータ転送 

ＵＳＢケーブルを接続し、パソコンへデータ転送を行うことがます。 

パソコン操作により本器のデータが送信されます。(総合管理ソフト取扱説明書参照) 

 

※総合管理ソフト(ＣＤ－Ｒ)および総合管理ソフト取扱説明書は、総合管理ソフト依頼書にて別

途ご要求ください。 

 

注 1.実運用中でもデータの転送は可能です。 

 

パソコンとの通信機能 

項    目 

計測瞬時値の転送 

設定値の転送 

微地絡ログデータの転送 

状態ログデータの転送 

微地絡ログデータ保存 

設定初期化 

時計合わせ 

 

 

8-2 通信仕様 
名称 内容 

規格 ＵＳＢ２.０準拠 
 
 
8-3 本器のインターフェース回路 

コネクタ仕様 

ピン番号 慣用記号 意  味 本器内での状態 

1 Ｖｂｕｓ Bus Poweredデバイス 未使用 

2 Ｄ― データ（－） 使 用 

3 Ｄ＋ データ（＋） 使 用 

4 ＧＮＤ シグナルグランド 使 用 

 

 
8-4 通信ケーブル 

下記のＵＳＢケーブルをご使用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

※ELECOM製 USB ケーブル「U2C-Bシリーズ」相当品を推奨致します。 

ケーブル長は現場での作業性を考慮し選定してください。 

Type B Type A 

本器 パソコン 

4ピン 4ピン 



 


